
出
石
消
防
団
の
女
性
団
に
入

団
し
て
13
年
が
経
ち
ま
す
。

火
災
予
防
の
広
報
活
動
等
、
普
段

は
で
き
な
い
体
験
や
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
人
た
ち
と
情
報
交
換
が
で

き
て
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
、
女
性
団
員
は
火
災
現
場

に
は
出
動
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
火
災
発
生
時
に
消
火
栓

の
使
い
方
な
ど
を
地
域
の
方
に
説

明
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
団
長
と
の
話
し
合

い
等
を
経
て
、
女
性
団
員
も
火
災

現
場
に
出
動
す
る
な
ど
活
動
の
幅

を
広
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
数
年
前
に
山
火
事
が
発
生
し

た
時
に
は
、
消
火
に
あ
た
る
団
員

に
飲
み
物
を
運
ん
だ
り
、
団
員
を

現
場
ま
で
車
で
送
る
な
ど
後
方
支

援
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
現
場
に
出
動
す
る
時
は
「
ど
ん

な
場
面
で
も
ま
ず
落
ち
着
こ
う
」

と
心
に
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
日
頃
の
訓
練
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
城
下
町
出
石
の

街
並
み
が
大
好
き
で
す
。
今
後
も

こ
の
街
並
み
と
住
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
少
し
で
も
手
助

け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

豊岡市出石消防団
女性部長

小
おばた
畑としみさん

出石町出身。高校卒業後、大
阪で過ごし、32歳で出石町に
帰郷。2010年に出石消防団に
入団。主に実家である食料品
店の手伝いや親の介護をしな
がら、現在は同団の女性部長
として活動。

９月23日、市役所前広場で豊岡鞄
かばん
を

PRするイベント「バッグフェスティ
バル」が開催されました。豊岡で作られた
鞄の販売や、鞄職人による鞄作りの実演
販売などが行われました。
　また、ミニ豊岡鞄を作るワークショッ
プも行われ、鞄職人等から手ほどきを受
け、参加者は思い思いの素材を組み合わ
せて鞄作りを楽しみました。実行委員長
の高

たかはし
橋徹

とおる
さんは「演劇祭で訪れた方に鞄を

はじめ、豊岡の文化を知ってほしいです」
と話していました。

９月24日、竹野浜で「自然内読書館」
が開催されました。これは、近畿大

学附属豊岡高校の生徒が考案したもので、
本に触れる機会を増やし、本を通して人
とのコミュニティが形成される「新しい読
書スタイル」です。
　この日は、たけの海町マーケットの会
場で、高校生が選定した本を借りて砂浜
で読書を楽しむ人の姿が見られました。
参加した親子は「海の音を聴きながら読み
聞かせができて、いつもと違う楽しさが
ありました」と話していました。

豊
岡
演
劇
祭
に
あ
わ
せ
て「
豊
岡
鞄
」を
Ｐ
Ｒ

「
バ
ッ
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

高
校
生
が
新
し
い
読
書
ス
タ
イ
ル
を
考
案

竹
野
浜
で
読
書
を
楽
し
む「
自
然
内
読
書
館
」を
実
施

住
民
の
安
心
・
安
全
と

出
石
の
街
並
み
を
守
る
た
め
に
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